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ＰＥＣＳレベル１ワークショップ～教育へのピラミッドアプローチを基に～ 

 

〇ＰＥＣＳとは 

Picture Exchange Communication System 

絵カード交換式コミュニケーションシステム 

 

〇対象 

・機能的なコミュニケーションをする？ 

・コミュニケーションを自発する？ 

・コミュニケーションの相手が理解できる？      １つでもあてはまれば対象 

・年齢にあった語彙と文法を使っている？ 

 

〇拡大・代替コミュニケーション（AAC） 

・代替コミュニケーション 

 発語がまだ出ていない、または失われてしまった時に、コミュニケーションとして使わ

れる機器や方法、システム 

・拡大コミュニケーション 

発語を補うために使われる機器や方法、システム 

 

 

ＰＥＣＳはどちらとしても使うことが出来る 

ＰＥＣＳを実践する事は発語をあきらめることではない 

ＰＥＣＳを実践していく中で発語を促していく 

 

〇教育へのピラミッドアプローチ       

・効果的な教育環境を作る 

・広範囲にわたる、そして機能的な（使える）行動分析 

・モチベーションと機能的であるという観点をブレンドし、 

コミュニケーションに焦点を置いたもの 

 

 

 



〇ＰＥＣＳを始める準備 

・強力な強化子を見つけ出す（最低でも５つ） 

 学習者のモチベーションをあげるもの、日頃どんなものを持っているかなど

学習者を観察、アセスメントする事が大事！！ 

・教材を準備する 

 絵カードは名称も記載し支援者に伝わりやすいようにしておく 

・コミュニケーションを無効にしない 

 ニーズを先回りして満たしてあげない 

 学習者の代わりに“話さない” 

 学習者がコミュニケーションできると思い込む 

・コミュニケーションの機会を作り出して捉える 

 

〇ＰＥＣＳの６つのフェイズ 

 

 

〇最後に 

・効果的な指導環境はコミュニケーションを育成する 

・誰もが皆効果的なコミュニケーションシステムを利用する権利を持っている 

・効果的なコミュニケーション＝状況にそぐわない行動の減少 


